
薬事情報センターに寄せられた県民・医療従事者からの相談事例 

（2015年５月） 

 

【相互作用防止】 

Q：レンドルミンＴＭ、ワルファリンＴＭ、カルブロックＴＭ、マグミットＴＭ、オブランゼＴＭを服用中。

健康食品の魚油（ＥＰＡ・ＤＨＡ）、ビタミンＣを摂っているが大丈夫か？（県民） 
 

A：魚油（ＥＰＡ・ＤＨＡ）は血小板凝集抑制作用があるので、ワルファリンＴＭの作用が増強し、出

血傾向になる可能性がある。ビタミンＣの大量投与で，ワルファリンの効果が減弱したという報

告がある。健康食品の摂取を、医師に伝える。 

 

Q：アバプロＴＭ、アムロジンＴＭ、ワルファリン、プレタールＴＭＯＤ、十二指腸潰瘍でパリエットＴＭ

を服用中。ルリッドＴＭとの、相互作用は？（歯科医師） 
 

A：ルリッドＴＭとワルファリンで、ワルファリンの作用増強のおそれがあるので、併用注意。 

 

Q：酸化マグネシウム、ジアゼパム、ノイロトロピンＴＭ、アムロジピン、ビタノイリンＴＭ、アルファ

カルシドールを服用中。セフゾンＴＭ、カロナールＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：酸化マグネシウムとセフゾンＴＭで、セフゾンＴＭの吸収が低下し、効果が減弱するおそれがあるの

で、２時間以上服用間隔をあける。 

 

Q：テグレトールＴＭを服用中。アセトアミノフェン、クラリスＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：テグレトールＴＭを長期連用の場合、アセトアミノフェンの作用減弱またはアセトアミノフェンの

代謝物による肝障害の可能性があり、慎重投与。 

クラリスＴＭは、薬物代謝酵素ＣＹＰ３Ａ４を阻害するため、テグレトールＴＭの血中濃度が上昇し、

中毒症状が現れる可能性があり、慎重投与。 

 

【適正使用】 

Q：薬箱に入っていたマーゲノールＴＭ（50）は何の薬か？いつ処方されたか不明だが、利用できるな

ら利用したい。（県民） 
 

A：マーゲノールＴＭ（50）の成分はスルピリドで、胃・十二指腸潰瘍、うつ病などの治療薬である。

以前もらった薬は使用しない。 
 

Q：イソソルビドＴＭテープ 40ｍｇが処方され、上腕に貼付と指示されたが、それで良いか？（県民） 
 

A：胸部、上腹部、背部のいずれかに貼付する（臨床試験で有用性が認められた貼付部位は、胸部、

上腹部、背部である）。皮膚の損傷又は湿疹・皮膚炎等がみられる部位には貼付せず、皮膚刺激を

避けるため、毎回貼付部位を変える。 

 

 

 



【妊婦・授乳婦】 

Q：妊娠２ヶ月。ジェニナックＴＭが処方されたが、服用して良いか？医師には、妊娠を伝えていない。

（県民） 
 

A：妊娠中の投与に関する安全性は確立しておらず、妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には禁

忌。他薬への変更を医師に相談する。 

 

Q：サリパラＴＭコデインが処方された。授乳中だが、服用して良いか？（県民） 
 

A：コデインは体内でモルヒネに変換され、母乳への移行により、乳児でモルヒネ中毒（傾眠、哺乳

困難、呼吸困難等）が生じたとの報告がある。授乳中の婦人は、本剤投与中は授乳を避けた方が

良いので、医師に相談する。 

 

【重複投与防止】 

Q：トラマールＴＭＯＤ、ネキシウムＴＭ（消化性潰瘍の治療中ではない）、アミティーザＴＭ、レバミピ

ド、ナウゼリンＴＭ、ケタスＴＭ、フオイパンＴＭ、マグラックスＴＭ、ツムラ大建中湯、リスミーＴＭ、

デパスＴＭ、メイラックスＴＭ、エバスチンＴＭＯＤ、リリカＴＭ、シナールＴＭ、リカバリンＴＭ、クラ

リスロマイシンを服用中。 

セルベックスＴＭ、ロキソニンＴＭ、フロモックスＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：いずれも作用が重複する。 

レバミピドとセルベックスＴＭは、胃粘膜保護作用の同効薬である。  

トラマールＴＭＯＤとロキソニンＴＭは、作用機序は異なるが、鎮痛薬である。 

クラリスロマイシンとフロモックスＴＭは、抗生剤で歯科での適応症は同じである。 

 

 

 

 

 


